
いばらき診療所とうかい広報誌 「かがやき」 平成２４年２月２５日発行 

 

 

 

 
 

 

 
 

 平成２５年も既に３月、梅の花も咲き始めましたが

まだまだ寒い毎日です。みなさん風邪などひかず元気

におすごしでしょうか？ 

 私たち「いばらき診療所とうかい」は訪問看護ステ

ーション、ケアプランセンターともども、患者さん、

利用者さんに喜んでいただける医療、看護、介護を目

指し、また、何でも気軽に相談していただけるような、

身近な診療所を目指し、スタッフ一同今年もがんばり

ますので、どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

昨年１０月２４日（水）総合病院 水戸協同病院の院内の勉強会に当院の

西村院長が講師として招かれた。在宅医療となかなか接点の無い病院の

スタッフに向け、在宅医療のシステムや、在宅で可能な医療内容や在宅

の症例などが中心の講義となった。業務終了時にも関わらず多くのスタ

ッフの参加となった。 

水戸協同病院の皆様おつかれさまでした。 

 

 

いばらき会 看護研究会開催   在宅医療連携拠点事業 講師（ラポール）    院内勉強会 
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もし病にかかったとしても、いつまでもその人らしく輝いていてほしい 
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いばらき診療所とうかい、訪問看護ステーションとうかい、ケアプランセンターとうかいをご利用の 

方３名が、めでたく１００歳を迎えられました。 

 

 

お元気の秘訣はなんですか？と尋ねると「元気で長生きするには、よく食べて、好き嫌い、贅沢はし

ない。自分の事は出来るだけ自分でやるようにして、無理はしない。 

あと、人とよく話すと脳の活性化にもなる。私もこんなに長生きする 

とは思いませんでしたけれど、皆さんに良くしてもらって感謝してい

ます」と１００歳になった感想を聞かせてくれた。ケ

アマネジャー始め、いばらき診療所の担当医や、同行

するソーシャルワーカーの名前など、臨時で一度だけ

来た医師の名前も覚えていて、周りを驚かせた。      

                  

                       

「食欲は旺盛。デイサービスではいつも完食！はっはっ

はー」と明るい はるのさん。 

いばらき診療所の訪問診療や訪問看護の記録、デイサー

ビスの記録なども必ず書いている古い記録を見せてもら

うと、この日同行していた、訪問看護ステーションの青

木看護師が初めて訪問した、平成１２年１月の記録もあ

り「いろいろアドバイスしてくださりありがたい」とあ

った。「青木さんとも１４年の付き合いだね」と、とても

お元気な はるのさんです。 

            

 

長生きの秘訣を尋ねると「長生きしたければ、決して心臓を止めない事！(笑)」とユーモアたっぷりの

留吉さん。「元気の秘訣は食べ物は好き嫌いなし。間食なし。快食・快便・快眠。今日は朝から掃除

した」と意欲たっぷりに自分なりの健康の秘訣を教えてくれました。 

東海村のなごみ総合支援センターで行われている“楽々茶の間”

や、“ふれあい食事会”などでの人とのふれあいを楽しむ事、 

毛筆で文字を書く“揮毫（きごう）”をすること

が趣味との事です。（写真右は留吉さん作の揮毫） 

 

皆さん、いつまでもお元気でご活躍ください。 

 

MSW 大関、美智子さん、ケアマネジャー奈良 

青木看護師、はるのさん、ケアマネジャー山田 

青木看護師、  留吉さん 

記
録
を
読
む
は
る
の
さ
ん 

祝 １００歳  おめでとうございます  

 

関 美智子 様( 大正元年１１月１６日生まれ、東海村在住) 

塙 はるの 様 （明治４５年５月１０日生まれ、東海村在住） 

片野 留吉 様（大正２年３月２６日生まれ、東海村在住） 
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平成２３年１１月１６日（金）、１７日（土）の２日間、いばらき 

診療所アニュアルミーティングを開催した。 

これは、従来いばらき会が主催してきた「在宅医療フォーラム」と 

「いばらき診療所在宅ケアカンファレンス」を合わせた形で催された。 

１日目 １１月１６日（金）１９時開演   

会場：水戸プラザホテル ２階 

 特別講演会「社会保障と税の一体改革とこれからの医療」 

中村秀一先生（内閣官房社会保障改革担当室 室長） 

２日目 第１部 １１月１７日（土） １０時より 

 「いばらき診療所の在宅ケア体験相談会」他 

 各訪問看護ステーションの看護師長はじめ、リハビリスタッフ、管理栄養士、調理部のスタッ

フの他、連携訪問調剤薬局から薬剤師も参加し、痰吸引講習、移乗の実技、介護食レシピ、栄養

相談と栄養補助食品の紹介、訪問薬局の説明や相談を受けるなどの各コーナーを実施した。 

２日目 第２部 １１月１７日（土） １３時～１５時３０分 「いばらき診療所の在宅医療」 

「いばらき診療所の沿革」医療法人社団いばらき会 理事長 照沼秀也 

「在宅医療の実際」 いばらき診療所とうかい 院長 西村嘉裕 

          いばらき診療所     院長 廣田桜子 

          いばらき診療所みと   院長 丸山善治郎 

          いばらき診療所こづる  院長 大須賀幸子 

各院長より、それぞれの診療所の在宅医療の特徴などが発表された。 

 

 

 

 

 

２日目 第３部 １１月１７日（土）１５時４０分～１７時「いばらき診療所の在宅医療推進協議会」 

いばらき診療所みと 院長の丸山善治郎先生の進行と５ヶ所のいばらき診療所から、在宅医療ソーシ

ャルワーカー代表者各１名、各地区連携先の代表者で合計１１名のパネリストとのパネルディスカッ

ションが行われ、各診療所の連携状況や方法、ネットワーク構築状況や、今後の課題などについて意

見交換が行われた。 

 多岐にわたった「いばらき診療所アニュアルミーティング２０１２」だったが、多数のご参加を

頂き２日間の幕を閉じた。 

国民の希望を踏まえた国の施策で、在宅医療の必要性が日増しに要求されている今、希望する方に

はきちんと在宅医療が提供できるよう、情報発信をすると共に、今後の在宅ケアを益々充実させ、患

者様やご家族様の立場に立った総合在宅ケア提供を目指して行きたいと思います。 

ご参加の皆さんお疲れ様でした。 

いばらき診療所 アニュアルミーティング 2012 開催   於：開発公社ビル 
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平成２５年１月２６日（土）水戸市の茨城県開発公社ビルにおいて「在宅医療サミット（在宅医療

連携拠点北関東ブロック活動発表会）」が開催され、厚生労働省の平成２４年度 在宅医療連携拠点事

業に採択されている北関東の１０事業者（出席は７事業者）の代表者が中間活動報告を行った。 

埼玉県、群馬県、栃木県、茨城県の４県を北関東ブロックとし、全国では１０５の事業所がこの事

業を受託している。茨城県では、今回のサミットのとりまとめ役を務めた“いばらき診療所みと”の

他、“公益社団法人茨城県看護協会”“医療法人博仁会 志村大宮病院”“公益財団法人筑波メディカル

センター”が受託している。当日は４県の行政関係者や当事業の受託事業者がそれぞれの地域で必要

な在宅医療の課題に向けて取り組んだ成果を、スライドを用いて発表した。また、橋本昌茨城県知事

も出席し、事業報告を聞いての感想、本県の医療課題や当事業への期待を伺える挨拶をした。 

    

 

 

 

 

   

～厚生労働省医政局指導課 在宅医療推進室 在宅医療・介護あんしん２０１２より～ 

「施設中心の医療・介護から、可能な限り、住み慣れた生活の場において必要な医療・介護サービスが受けられ、 

安心して自分らしい生活を実現できる社会を目指す」 

本事業の目的 

◇高齢者の増加、価値観の多様化に伴い、病気を持ちつつも可能な限り住み慣れた場所で自分らしく過ごす「生 

活の質」を重視する医療が求められている。 

◇このため、在宅医療を提供する機関等を連携拠点として、他職種協働による在宅医療の支援体制を構築し、医 

療と介護が連携した地域における包括的かつ継続的な在宅医療の提供を目指す。 

  在宅医療連携拠点が行う事業 

   １）他職種協働連携の課題に対する解決策の抽出 

   ２）在宅医療従事者の負担軽減の支援 

   ３）効率的な医療提供のための他職種連携 

   ４）在宅医療に関する地域住民への普及啓発 

   ５）在宅医療に従事する人材育成 

 

 

 

◇今回はカフティポンプを紹介します。（写真 右） 

在宅での長時間点滴など、点滴速度のコントロールが必要な場合に使用します。 

途中で点滴の流れが悪くなったときにブザーでお知らせしてくれるなど、安全性が高まります。 

    

いばらき診療所 

在宅医療サミット                    於：開発公社ビル 

 

在宅医療連携拠点事業 

在宅医療情報コーナー    このコーナーでは、在宅ケアに関わる情報をお伝えします 
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ようやく、インフルエンザの流行も下り坂になってきました。今回は、肺炎球菌ワ

クチンについてお知らせします。 

我が国の死因順位は最近まで癌、心疾患、脳血管障害、肺炎の順でした。ところが、

高齢者の増加に伴い、死因の 4 番目であった肺炎が、脳血管障害を追い越して 3 番

目になってしまいました。70 歳以上の一般家庭で暮らす高齢者の場合、肺炎の原因

は肺炎球菌が一番多いとされています。従い、高齢者の肺炎球菌による肺炎を予防

することが大事になっています。 

○肺炎球菌ワクチンとは 

 高齢者の肺炎の原因菌として最も頻度の高い肺炎球菌に対する予防ワクチンです。このワクチンに

より肺炎球菌による肺炎予防効果、重症化せずに抗生物質が効き易くなるという効果が期待できます。

このワクチンは１年中いつでも出来ます。効果は 5 年以上有効ですが、5 年以上経ったら、再接種を

行うことが出来ます。  

○接種した方が良い場合 

 高齢者（65 歳以上）、慢性呼吸器疾患、心不全、腎不全、肝硬変、コントロール不良の糖尿病、抵

抗力の弱っている人などは考慮した方が良いでしょう。 

○費用について 

 一般に８０００円くらいですが、市町村により公費助成金（東海村では４０００円の補助がありま

す）がある場合があります。 

○副作用は 

 安全性は高く、重篤な副作用はまれで、インフルエンザワクチンと同様と考えて下さい。症状は注

射部位のかゆみ、疼痛、発赤、腫脹、軽い発熱、関節痛、筋肉痛などの副作用がお出る事があり、1

～3 日ほどで治まります。 

 肺炎球菌ワクチンについて、わからないことがありましたらご相談下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来診察などのご不明点は私たち受付にご相談ください。 

 

 月 火 水 木 金 土 
日
祝 

ＡＭ

（8:30~12:30） 

担当医師 

菱
川 

予
約 

西
村 

木
村 

津
本 

休 休 

ＰＭ 休 休 休 休 休 休 休 

肺炎予防と肺炎球菌ワクチンについて   いばらき診療所とうかい 院長 西村嘉裕 

 

院長と受付スタッフ 

外来 

西村院長 
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当診療所では、「在宅訪問栄養食事相談」を実施しています。 

下記の状態にある方で栄養や食事のことで不安や心配がある方は遠慮な

く担当医師に相談してみて下さい。担当医師が必要と判断した場合は管理栄

養士が訪問いたします。 

 

●在宅訪問栄養食事相談の対象 

腎臓病/肝臓病/糖尿病/胃・十二指腸潰瘍/貧血/膵臓病/脂質異常症/痛風/心臓疾患/高血圧/消化管術後/ 

クローン病・潰瘍性大腸炎/肥満/嚥下障害/経管栄養/低栄養状態 

 

 

 

在宅医療ソーシャルワーカーとは、訪問診療の際に医師の診察に必ず同

行し、患者さんの相談窓口や各種調整役として活躍するスタッフです。ホ

ームメディカルソーシャルワーカーの頭文字を取って HMSW または

MSW とも呼びます。病院のソーシャルワーカーとは業務が異なりますが、

患者さんの家まで医師を案内し、診察に必要なものの準備、医師の指示に

従った各種書類（処方箋・指示書など）の作成や、患者様やご家族から寄 

せられる在宅療養上の悩みや問題点などの相談にのり、必要な職種のスタッフにつないだりもします。言わ

ば診療所の窓口とも言えます。どうしても専門的な事の多い医療と、患者さんやご家族の間での橋渡しをし

ます。医療・介護等在宅療養上のご相談は、私たち在宅医療ソーシャルワーカーまでお気軽にご相談下さい。 

 

 

こんにちは 訪問看護ステーションとうかいです。現在１１人の訪問看

護師と２人の作業療法士で活動しています。常時１２０名ほどの利用者様

に、月１回から訪問看護・リハビリをしています。「いつまでも元気でい

たい。自分の事はできるだけ自分でしたい。」誰もが、そう望んでいるの

ではないでしょうか。すべての方々が生きがいを持って、健やかに、自分

らしい生活が送れるように、２４時間いつでも笑顔で訪問しています。 

どうぞお気軽にご相談ください。（管理者 看護師 青木万由美） 

 

 

当事業所は特定事業所で２４時間ケアマネジャーと連絡を取れる体制を取

っています。介護保険で認定された要介護者の「居宅介護サービス計画」作成

を始め、介護サービスを利用される際の全般的なお手伝いや、介護認定の申請

代行など、介護が必要な方の生活を４名のケアマネジャーでサポートしていま

す。また、当事業所は「医療」との連携に積極的に取り組み、特に退院後「在 

宅医療」の必要な利用者様への支援も行っています。多彩な利用者様の声に応 

えていける、そして地域の中で信頼される事業所として努力を続けていきたいと考えています。 

（管理者 主任介護支援専門員 奈良裕子） 

在宅訪問栄養食事相談について  いばらき診療所とうかい 管理栄養士 古賀奈保子 

訪問看護ステーションとうかい 

ケアプランセンターとうかい 

いばらき診療所とうかい   医療ソーシャルワーカー室 
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訪問診療と在宅ケアについて、よくあるご質問を掲載いたします。 

他にもご質問があれば、気軽にお寄せください。 

 

Ｑ１；どんな人が在宅医療を受けられるの？ 

Ａ１； 

通院が困難な方で、外来通院や入院のかわりに、ご自宅での療養を希望される方。 

寝たきりや、寝たきりに近い方、また、退院後の自宅療養に入られる方など。 
 
Ｑ２；訪問診療では何をしてくれるの？ 

Ａ２； 

医師による、定期的な訪問診療。在宅で治療可能な疾患の治療。 

夜間や休日を含めた急変時の対応。必要に応じた血液、尿、便の検査、点滴、IVH（在宅中心静脈栄養での

高カロリー輸液の点滴）、在宅酸素、人工呼吸器、経管栄養（胃管、胃瘻等）、膀胱留置カテーテル等の医療

機器の管理。褥瘡等の処置。処方及び薬剤配送の手配などを自宅で行います。 
 
Ｑ３；訪問診療はどのぐらいのペースで診察に来てくれるのですか？ 

Ａ３； 

患者さんの状態や病気の種類にもよりますが、状態が落ち着いている方は月２回の医師の診察を基本とし、

状態が不安定な場合は週に１回～２回の場合もあります。ご家族と相談しながら回数や頻度を決めます。 
 
Ｑ４；訪問可能な地域はどのあたりまで？ 

Ａ４； 

いばらき診療所とうかいでは、東海村と那珂市（旧瓜連地区含む）が訪問可能です。 

（お電話でお問い合わせください） 

いばらき診療所とうかいの他にも、ひたち、たかば（ひたちなか市）、みと、こづる（茨城町）と合計５か

所の診療所がございますので、詳しくは当院にお問い合わせください。 
 
Ｑ５；夜間や休日に具合が悪くなったらどうするの？ 

Ａ５； 

在宅医療を開始した方は２４時間３６５日対応可能となっております。 

電話相談はもちろん、必要に応じて医師の往診、看護師の緊急訪問も可能です。   
 
Ｑ６；費用はどれぐらい？ 

Ａ６； 

医療保険・介護保険が適用になります。 

たとえば、月に医師が２回、看護師が４回訪問した場合、１割負担の方で１か月、約９５００円の自己負担

になります。（訪問回数によって変動します） 
 
Ｑ７；訪問診療を開始するにはどうしたらよいのでしょうか？ 

Ａ７； 

現在主治医がいれば、主治医に「訪問診療を受けたいので紹介状をお願いできますか」と相談してください。 

紹介状があれば今までの治療経過も大体わかりますので、検査なども必要最低限ですませることができます。 

紹介状の準備ができましたら、診療所にお電話を頂きご家族とスタッフが面談します。 

（すでに担当のケアマネジャーがいる場合には、ケアマネジャーを通して依頼してもかまいません） 

診療についての説明をし、納得したうえで初診日を決め訪問診療を開始します。 

今まで主治医がいなかった場合は電話でその旨をお話しください。 
 
Ｑ８；訪問看護って何をするの？ 

Ａ８； 

ご自宅での安定した療養生活を支援するために、看護師、リハビリスタッフが、ご家庭を訪問して次のよう

な療養上のお世話や看護を行います。 
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・ご家族への介護支援相談 ・病状の観察 ・床ずれの予防と処置 ・医師の指示による診療の補助 

業務 ・清拭・洗髪など ・ターミナルケア、カテーテル等の管理・リハビリテーション ・食事（栄養）

指導管理、排泄の介助、管理など介護度に関わらず、症状観察や療養生活に不安のある方を専門家の目で見

守り、自立支援を行います。 

ご利用者の健やかな生活を願って真心を込めて訪問看護させていただきます。お気軽にご相談ください。 
 
Ｑ９；居宅介護支援ってなに？ 

Ａ９； 

自宅で介護を受ける高齢者に対し、介護計画（ケアプラン）の作成やサービス、提供事業者との連絡、調整、

経過観察（モニタリング）を行います。そして、必要に応じて介護計画（ケアプラン）の見直しや変更を行

います。また、給付管理といった介護費用が、いくらかかるかも相談にのります。このような活動を通じて

自宅で安心して介護が受けられるようお手伝いします。また、介護サービスに対する苦情や、役所への申請

代行も行います。 
 

Ｑ１０；ケアマネジャーとは？ 

Ａ１０； 

要介護認定を受けた方のご自宅を訪問し、ご本人や家族の希望を聞き、ご本人にとって必要なサービスとは

何かを一緒に考え、計画を作成する人です。また、ご本人やご家族からの要望に添い、サービス事業者との

連絡、調整を行い、介護が安心して受けられるようにします。 

サービス利用後、問題などがあればご相談にものります。 
 
Ｑ１１；在宅療養する場合、具体的にはどのようなサービスが受けられるの？ 

Ａ１１； 

介護計画（ケアプラン）に基づいたサービスの一例は次のとおりです。 

ホームヘルプサービス、訪問看護、訪問リハビリ、福祉用具の貸し出し、通所サービスなど。 

利用者様の状態や環境に応じ、介護者様のご相談に応じながら必要なサービスを計画に入れていきます。 

ご利用者の安心できる生活を願って誠心誠意、真心を込めてサービスのご提供をさせていただきますので、

どうぞお気軽にご相談ください。 
 

Ｑ１２；訪問診療や、在宅療養は初めての事で、介護の方法もわからない事が多く、家族だけで介護するの

が不安なのですが、だいじょうぶでしょうか？ 

Ａ１２； 

他のみなさんもケアマネジャーと相談しながら介護をしています。 

訪問診療、訪問看護、訪問介護、訪問入浴、デイサービス、ショートステイやその他のサービスを利用して

介護者の負担軽減をする事もできますし、介護の方法についてもスタッフと相談しながら少しずつ介護に慣

れていっているようです。困ったことは何でも相談してください。 
 
Ｑ１３；訪問診療を始めれば、最後までおうちで暮らすことは可能ですか？ 

Ａ１３； 

可能です。在宅医療を希望する多くの方がそれを望んでいらっしゃるようです。 

在宅療養中にもいろいろなケースがあると思います。その都度ご家族と医師・看護師・ケアマネジャーなど

のスタッフと相談をしながら一つ一つ問題を解決し、最後まで自宅で過ごせるようサポートいたします。  
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